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  富山大学人文学部 准教授 

   林 夏生 

Smart  
Café 

お問合せ 
富山大学男女共同参画推進室 
TEL：076-445-6146 
Email：smart@ctg.u-toyama.ac.jp 
HP：http://www3.u-toyama.ac.jp/kyodoss/index.html 

1970 京都生まれ 
1996 東京大学大学院総合文化研究科修士課程卒業 
1996〜97 韓国ソウル大学大学院に在籍 
1998 富山大学に着任  今に至る 

2015. 10/21 (水) 17：00－18：00  

2015年、米国での同性婚合法化と時を同じく

して、日本でも性的少数者(LGBTs)の存在や

ジェンダー・アイデンティティの多様性（ダイ

バーシティ）に関心が高まりました。しかし日本

のLGBTsの多くはまだ様々な「生きづらさ」の中

にあり、自死既遂・未遂率も高いのが現実で

す。そこで今回は、その「生きづらさ」の実情を

最新の大規模調査結果から紹介し、とりわけ

「大学」という場にいる私たちにいま何ができ

るか、考えてみたいと思います。 

どなたでもご参加いただけます。 

申 込 不 要  
参加費無料 

期  間  平成２７年１０月２１日～平成２８年２月３日 

会  場  富山大学五福キャンパス  
       大学食堂２階 

参加対象 本学教職員、学生、一般 
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- プロフィール - 

- 要旨 - 


